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             学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
                              川 田 晃 世  印 
（学位論文のタイトル） 
 Increase of transient lower esophageal sphincter relaxation associated with  
       cascade stomach 
        （瀑状胃における一過性下部食道括約部弛緩の増加） 
















4.3 ± 13.3(S.D.)才、平均 BMI 22.3 ± 3.5(S.D.)）であり、非CSは11人（男7人、女4人、平均
年齢 34.9 ± 12.3才、平均 BMI 20.5 ± 1.7）である。消化管の器質的疾患や腹部の手術があ
るもの、酸分泌抑制薬、消化管運動に影響する薬剤の内服歴のあるものは除外した。 
 胃排出測定は液体試験食（エンシュアHR 250ml、375 kcal、脂質 31.5%）に13C酢酸ナトリウム1
00mgを混和し、連続的呼気テスト（Breath ID, Exalenz Bioscience Ltci,Israel）で行った。
胃排出の指標として、Half emptying time (t½、min)、 Lag time (T lag、min)、 Gastric emp
tying coefficient(GEC、%dose/h)を用いた。 
 TLESRの回数やLES測定などの食道運動は、高解像度食道内圧測定装置 High resolution manom







出現回数はEarly period(食後0-60分)、Late period (60-120分)、Total period （0-120分の総
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 TLESRの発生回数はEarly periodでCS群6.0、4.6（Median, IQR）、非CS群 5.0、3.0、Late pe
riodでCS群5.0、3.2、非CS群3.0、1.8、Total periodでCS群10.0、6.2、非CS群8.0、5.0であっ
た。Early periodとLate periodでCS群が非CS群と比較し有意に（P＜0.05%、Willcoxon’s sing
ed-rank test）多かった。また、CS群と非CS群でTLESRの弛緩時間、 LES圧、LESの長さに差は無
かった。 
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